
畜産  

実 況  

 

１ 平成 28 年度 第 13 回 石川・福井合同肉牛枝肉販売会（平成 28 年 10 月 3 日） 

  頭数 
単価 

(円 /kg） 

販売価格 

(円/頭） 

枝肉重量 

(kg) 

BMS 

（No.) 

ロース芯 

面積（cm2） 

上物率 

（％） 

去勢 
福井 13 2,568 1,215,630 471.0 5.8 58.5 77 

全体 43 2,490 1,175,492 470.0 6.6 59.2 86 

雌 
福井 7 2,560 1,091,479 424.0 6.3 58.9 86 

全体 13 2,435 1,007,949 413.0 6.2 56.3 77 

全体の最高価格は、1,606,308円、去勢牛(秀菊安×忠富士×隆桜)、27.6カ月齢、A-5(BMSNo8)、

枝肉重量 567.6㎏、ロース芯面積 69㎠であり、出生地は宮崎県であった。福井の枝肉単価は、

前回より、去勢で 108円安く、雌で 7円高かった。 

 

２ 平成 28 年度 第 14 回 石川・福井合同肉牛枝肉販売会（平成 28 年 10 月 17 日） 

  頭数 
単価 
(円 /kg） 

販売価格 

(円/頭） 

枝肉重量 

(kg) 

BMS 

（No.) 

ロース芯 

面積（cm2） 

上物率 

（％） 

去勢 
福井 17 2,675 1,257,246 470.0 6.2 58.4 88 

全体 40 2,565 1,236,161 482.0 6.9 59.8 95 

雌 
福井 5 2,514 1,161,367 461.0 6.0 57.4 60 

全体 15 2,380 990,600 414.0 5.8 56.0 73 

全体の最高価格は、1,557,240円、去勢牛(天竜丸×第１花国×平茂勝)、25.5カ月齢、A-4(BMSNo6)、

枝肉重量 546.4㎏、ロース芯面積 69㎠であり、出生地は富山県であった。福井の枝肉単価は、 

前回より、去勢で 107円高く、雌で 46円安かった。 

 

対 策  

■今月の重点ポイント  

 ・積雪前に雪囲い等の防寒対策と畜舎の点検を行う。  

 ・鳥インフルエンザ等の病原体の侵入防止に努める。 

 

１ 積雪前の畜舎等の管理  

（１）畜舎の防寒対策のため、雪囲い等を行うとともに、畜舎内外を点検して破損

箇所の修理を行い、すきま風の侵入を防ぐ。併せて、水回りを点検し、凍結の

危険箇所にはあらかじめ保温資材で被覆するなどの凍結防止対策を行う。 

（２）冬期間は畜舎内のアンモニアガスなどの有害物質濃度や湿度が高まりやすい

ので、畜舎内の換気を行い採光にも配慮する。 

 

２ 病原体の侵入防止に注意  

（１）海外では、鳥インフルエンザが継続的に発生している。また、渡り鳥が飛来

していることから、鳥インフルエンザウイルスの養鶏場への侵入が心配となる。  

このため、鶏舎の隙間の点検・修繕、防鳥ネットや金網の点検・補修を行うと

ともに、農場出入口での車両等の消毒、踏み込み消毒槽の設置、専用長靴と衣

服の整備、敷地内への消石灰の散布など、病原体の侵入を防ぐための体制を万

全にする。 

   1 日の鶏の死亡羽数が増えた場合や元気消失などの異常を認めた場合は、至急、

家畜保健衛生所に連絡する。  

 



（２）牛や豚を飼養する農場では、気温の低下に伴い、下痢や肺炎などの疾病の発

生が増加することから、農場出入口での車両などの消毒、踏み込み消毒槽の設

置、専用長靴と衣服の整備、人や物品の出入りの管理を徹底するなど、病原体

の侵入とまん延を防ぐための対策を万全にする。  

 

３ 家畜の飼養管理 

秋から冬の間は、畜舎内の飼養環境を再点検する良い時期であり、日常の飼養管

理や施設面の問題と改善策を整理し、できることから実行して家畜のストレス軽減

と損耗防止に努める。特に、飼槽環境や床の良し悪しは家畜の生産活動に大きく影

響するため、問題があれば改善策を講じ、快適な畜舎環境づくりを心がける。  

 

４ 鶏の秋期点灯管理について   

秋期に入り日照時間が短くなると、換羽(雌鶏の古い羽毛が抜け落ちて新しい羽

毛に換わる)が発生し産卵率が低下する。産卵を落とさず持続させるには、点灯管

理を適切に行う必要があり、以下の点に留意する。   

 

（１）朝夕の点灯時間を延長して、日照時間が１６時間ないし１７時間になるよう

にし、食い込み量の増大を図る。   

（２）照明の強さは、標準（平飼い含む）で１８㎥に４０Ｗ一灯ぐらいの割合にな

るが、ケージ鶏舎の場合は鶏のいる位置によって明るさにムラができてしまう

ため、まんべんなく光が当たるように電球をつける。   

（３）電球が切れていたのを知らずにいたり、停電に気付かなかったりすると、産

卵を中止して換羽してしまうため、点灯状況の点検をこまめに行う。   

（４）光の色は、白色光よりも波長の長い赤色光が良いといわれているが、普通の

裸電球で反射する傘をつければ、同様の効果が得られる。  


